
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の検討委員会では、三重県文化振興事業団の松浦委員より運営者側の視点よりお話し頂きま

した。グループワークでは、2 グループに分かれ施設の年間プログラムを考えました。 

 

〇ホール運営に関して 
＜公共劇場の変遷＞ 
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＜管理運営の形態＞ 

直営・・・県や市の職員が管理運営を行う。 

指定管理者・・・官製財団、NPO、株式会社 

など民間団体が管理運営を行う。 

 

＜管理運営での大切なポイント＞ 

1. 市民が利用しやすい環境を整備する。 

2. 劇場の様々な機能を市民に提供できるよう 

な企画を考える。 

                                  松浦委員のお話 

(仮称)津市久居ホール整備基本計画検討委員会 
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発 行：(仮称)津市久居ホール整備基本計画検討委員会事務局(津市文化振興課 ☎229-3250） 

発行月：平成 26 年 1 月 

開催概要 
会 議 名 第 7 回(仮称)津市久居ホール整備基本計画検討委員会 
日  時 平成 25 年 12 月 26 日（木） 13：30～16：40 
場  所 久居庁舎 4 階 401 会議室 
出 席 者  検討委員 14 名及び事務局  

※このニュースレターは、(仮称)津市久居ホール整備に関する検討状況についてお知らせするため、随時発行
し、市内各総合支所、ホール等に設置しています。また、津市ホームページでも見ることができます。 
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＜3 つの自主事業プログラム＞ 

1. 鑑賞型事業 
  文化芸術に親しむ市民の裾野の拡

大を目的に、優れた舞台芸術を鑑賞
してもらう事業 

2. 普及育成型事業 
  文化芸術に関心の低い人に関心を
持ってもらうための事業及び実演芸
術家等の人材育成事業 

3. 市民参加型創造事業 
  市民劇や市民ミュージカルなど、市
民が活動できる場を提供し、参加して
もらう事業 



〇グループワーク「施設全体の年間プログラムを考えよう！」 

2 つのグループに分かれて、やりたいイベントと必要座席数を付せんに書き出し、月ごとにまと

めました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜大月委員（有識委員）からのアドバイス＞ 

前回のワークでハード面を考えた時より、比較的客席規模が小さいイベントがかなり出てきた
ことが今回確認できたと思います。この計画の敷地に複数のホールを詰め込むのは難しく、例え
ば 1,000 席のホールで 200 席向けのイベントを行うといった「大は小を兼ねる」のような考
え方が出てきます。1,000 席の空間に 200 人しか観客がいない場合、さみしい状況が生まれ
るので、客席可変という発想も出てきます。しかし、800 席全てを上手く隠すことは、技術的

にも難しく、可能であっても、可変規模が大きければ大きいほどイニシャルコストもランニング
コストもかかるので、コスト面でのハードルが高くなります。 
 

〇ヒアリングについて 

検討委員会での意見を基にアンケート方式のヒアリングを実施いたします。このアンケート等
は、検討委員会での協議・検討の参考とするため、検討委員会が実施しています。結果について
は、今後のニュースレターで報告致します。 
＜時期＞  

平成26年1月  

＜対象＞  

(1)久居地域にお住まいの市民の方  

(2)久居地域の利用が想定される団体（文化芸術団体関係者、住民団体等、学校関係等）  

――詳細な会議録については、津市ホームページをご覧ください―― 

＜A グループ＞－主な意見－ 

「夢の実現ふれあいホール」 
・夢が本当に実現するような施設としたい。 
・楽器の合奏練習場（ギターやマンドリンな

ど）、できたらリハーサル室のようなもの
がほしい。 

・展示の意見は、現在はほとんどポルタで行
っているイベントだが、新しい施設ででき
たらよい。 

・展示で、子どもたちの作品を月替わりで展
示したら、お母さんたちもホールへ足を運
んでくれる。 

・落語二人会（300 席）、社交ダンス発表
会（400 席）、歌謡ショー（600 席）、
津・太鼓集団夢の競演（800 席）、津市
内吹奏楽コンサート（800 席）、NHK の
ど自慢（1,000 席）、野村萬斎氏狂言
（1,000 席）などの提案があった。 

＜B グループ＞－主な意見－ 

「Dance！Dance！Dance！」        
・フラメンコ、ジャズダンス、モダンバレエ、

古典日本舞踊など、ダンスのイベントの意
見が多かったので、ダンスを一つの売りに
してはどうか。（200～500 席程度） 

・目玉企画として、三重県出身の有名な歌手
を呼びたい。（西野カナ氏など） 

・毎月何か企てて、市民を施設に呼び込もう
という仕掛けづくりが必要（ロビーコンサ
ートなど） 

・若い子や子どもを巻き込んでいくために
色々なワークショップをやってはどうか。
（子ども体験教室） 

・津演劇集団イベント（200～300 席）、
文楽（400 席）、松竹芸能新人コンテス
ト（600 席）、朗読劇（800 席）、クリ
スマスコンサート（1,000 席）などの提
案があった。 

 

 

A グループのワークの様子 A グループ発表 B グループのワークの様子 B グループ発表 


